
講義概要  

科目名 講義概要 

保健科学特論 

（医療衛生学） 

医療衛生学では個人や人間集団の健康を保持するための予防医学、健康科学の概念を学習

する。具体的には医療現場における特定の集団の健康管理の意義、対人保健活動を通して

の予防対策、ならびに医療経済に関する包括的な知識について学ぶ。また、本分野では予

防医学の体系化に必要な遺伝子（DNA/RNA マイクロアレイ解析）、タンパク異常（プロテオ

ーム解析）に関わる臨床検査の概要についても学習する。さらに、物事を科学的な視点で

捉える生命科学としての医療衛生学の位置づけについても考察を加える。 

保健科学特論 

（医療科学） 

医療を取り巻く最新技術とともに、保健・医療・福祉のシステムや制度も変化している。

そのような中、最新の知見を常に調査し、遂行する技術が求められている。医療専門職取

得者だけでなく、研究を行う者にとって研究倫理に関して学ぶことは非常に重要である。

研究会など学術の場において、倫理委員会への申請は、厳しく求められている。そこで本

科目では、研究を遂行する者として身につけておく必要のある研究倫理について現状を調

査するとともに、近年急速に技術応用されている最新知見を課題テーマとして与え、この

テーマについて持論を展開する技術の習得を目的とする。本科目を通じて、自身の研究テ

ーマのみならず、他者の研究を客観的に評価する技術を身につける。 

保健科学特論 

（健康科学） 

保健科学分野は広く、解剖・生理学や公衆衛生学などの基礎科目、臨床分野の専門科目と

関連しており、作業療法士や理学療法士の養成課程では必修科目とされていない栄養学も

含まれてくる。本講義では、生活習慣病と医療費の動向を把握した上で、単に疾病の症状

や診断基準を知識として覚えるだけでなく、生活習慣病の増加の社会的背景を理解する。

次に、運動療法の効果について学習する。臨床分野で用いられる運動療法は機能回復を目

的としているが、予防医学分野では健康維持・増進を目的としている。運動の種類、強度、

頻度によって生体に与える反応は異なる。 

保健科学特論 

（ＱＯＬ学） 

保健科学領域におけるリハビリテーションの視点から、研究活動の基礎的態度を養うこと

を目的として開講する。特に、リハビリテーションが実践科学であることから、研究にお

ける論理性や普遍性をもたせることが難しい領域でもある。このことを踏まえながらどの

ように科学性をもせるかを考える機会にしたい。特に、人が人らしく生きていくことを究

極の目標とするリハビリテーションでは、生きる視点をどのように設定するかが大きな課

題でもある。ここでは QOL（Quality of Life）に視点をおいて理論づけしていきたいと考

える。なお、リハビリテーションの研究対象が幅広いことから、指定された教科書以外に

関連文献を読んで、課題に対する自分なりの考え方を必ず作っていくよう心がけて欲しい。 

保健科学特論 

（心身障害学） 

心身障害学とは障害科学であるといえる。障害科学とは、「障害」に関わる近年の社会状況

に新しい枠組みで対応することを鑑み、障害当事者と社会全体に貢献できる、教育学的・

心理学的・生態学病理的・福祉学的な理論、実践、臨床に関する学問の総体といえ、学際

的な学問である。リハビリテーションの分野でも、このような発想が求められ、リハビリ

テーション連携科学が発展しつつある。リハビリテーション連携科学は、サービス利用者

の立場に立ち、リハビリテーションの各分野間、各種専門職種間、関係機関の連携を確立、

促進するための理論や実践をまとめる科学である。そのひとつの鍵が、当事者性である。

この当事者性を具現化したものが、セルフヘルプグループといえる。本特論では、リハビ

リテーション連携に果たすセルフヘルプグループの役割について考察し、セルフヘルプグ

ループの研究的課題を把握することを目的とする。 

 
 
 
 
 
 



 

保健医療情報解析学特論 

（医療統計学） 

近年の医学・保健科学領域の研究は、研究デザインの確立が重要視されている。また、SPSS

等の統計パッケージを用いることにより、簡単にパーソナルコンピューター上で統計解析

ができる時代となった。しかし、適切な統計手法の選択とその使用は、各研究者に委ねら

れているため、統計学的な知識の習得はますます重要になっている。そこで本特論では、

母集団とサンプル抽出、データの種類、データの分布等の統計学的知識の基礎から各統計

学的手法、調査法のデザイン等の応用的知識までを学習し、修士論文執筆に役立つ統計学

的知識について学ぶ。 

保健医療情報解析学特論 

（医療ﾈｯﾄﾜｰｸ情報学） 

医療現場におけるコンピュータの活用には、患者検査データ管理・統計処理による治療方

針の決定、治療装置のネットワーク化による装置、治療条件の一元管理、カルテの電子化

と保険請求の自動化、医師ネットワークの活用による治療の最新情報共有化などがある。

その中で、本分野ではおもにカルテの電子化を中心としてシステムの現状、その活用方法、

利点と欠点についてレポートをまとめ、各自なりの意見と今後のあるべき姿を明確にす

る。病院、クリニック勤務者の場合には自施設でのシステムを調査するなど、極力現場に

即して役立つ内容のレポート課題とする。 

保健医療情報解析学特論 

（安全情報管理学） 

医療の高度化に伴い医療事故が多発している。その背景要因としては、安全管理の立ち後

れ、危機管理意識の欠如、対象疾患・対象患者の拡大、仕事、労働内容の変化、医学教育・

医学研修の不備、社会・経済体制の変化などが指摘されている。医療事故の多発分野とし

ては、手術、麻酔、化学療法、救急医療、集中治療、産科、輸血、移植、などの部門や、

さらに新しく導入された治療法、院内感染、医療機器関係などに原因することが多い。ま

た、経験の少ない医療スタッフや、新しく導入された技術などに関係して医療過誤が生じ

やすい。これら医療事故防止のためには、まず、事故内容の把握や対処方法など情報管理

が必要である。本講座では、医療における安全情報の活用について理解を深める。 
 

発達保健学特論 

（遺伝学） 

生殖医学や周産期医学の発展にともない、低体重児の出生数や神経学的後遺症をともなう

児の数が増加しています。新生児の死亡原因のなかでは、感染症をおさえて先天異常が 1

位をしめています。個々の先天異常は発生頻度が低いが、種類が多いのが特徴です。一方、

障がいをもったこどもではなく、健康なこどもを少なく産んで、育てようとする動きもあ

ります。そこには、医学的、倫理的問題がふくまれます。そこでこの科目では、これらの

問題についての課題をまとめます。 

発達保健学特論 

（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ発達学） 

言語・コミュニケーション能力の発達と評価方法について専門的な知識を修得することが

ねらいである。言語の性質とその障害について理解した上で、初期の言語発達と評価方法

について体系的に学ぶ。 まず、言語獲得理論と言語聴覚障害に対するアプローチを整理

する。これらの知識を踏まえて、初期の言語発達について学習を深め、形式と機能の相互

作用と統合について考察する。さらに、言語・コミュニケーション能力の評価方法の目的、

方法、結果の解釈について理解する。 
 

成人・老人保健学特論 

（呼吸・循環機能老化学） 

加齢に伴う主要臓器（循環器、呼吸器、代謝内分泌臓器）の障害をここでは取りあつかう。

加齢に従い、各種の臓器機能は低下していくが、その過程が、急性、亜急性そして、多く

は慢性といった経過をたどる。その中で、代償的機転が作用して維持していくこともある。

その変化は徐々に認められることも多く次の診断、次の治療を必要とするのかを考えるこ

とが、個人、家族、社会、医療経済を含め重要となってくる。個々の臓器障害が生じてい

く段階で、加齢に伴い、個人、家族、社会、医療経済にあたえるインパクトを学ぶ。 
 
 
 
 
 
 
 



精神保健学特論 

精神症状の正確な把握は治療・リハビリテーション・介護を行う上で極めて重要なことで

ある。そこで以下の課題を行う。 
 ①医師同様に各立場の診断ができるようにする。 
 ②診断と治療は切り離すのでなく、一体という理解をできるようにする。 
 ③精神科医が病態をどのように診断し、どう治療するかの理解を深める。 
 ④治療を効果的にする為に、治療に加わるスタッフ（家族も含む）は全員が協力的、協

調的であることが必要である。 
 どのようにすれば協力的、協調的にしてゆけるかを学ぶ。 
⑤治療者の技術を向上させる為に、治療者自身の自己理解を深めるようにする。絶えず治

療技術の向上と援助技術の向上に向けて努力し続ける人材育成を目指す。 
⑥加えて，精神予防学についても講義する。 

 

形態学特論 

（分子細胞生物・微細構造学） 

ポストゲノム時代を迎え、人体の構造と機能に関する分子レベルでの知識は急激に増加し

ている。保健科学の分野にあっても、このような最新の情報を正確に理解し、それぞれの

専門分野の臨床的な問題にそれを応用していくことが求められている。ここでは、それぞ

れの専門分野に関連する細胞・組織を選び、その微細構造と機能について詳しく学習し、

分子レベルで考える。こうして、それぞれの専門分野に関連する最新情報に含まれる細胞

や組織の画像を正しく読み解く力をつける。 

形態学特論 

（器官形態・組織病理学） 

解剖学は人体の正常な構造を学ぶ学問であるが、構造と機能は極めて密接な関係にあ

る。また、解剖学的基礎知識は病態生理を理解するうえでも重要である。そこで、本

分野では人体の構造を肉眼解剖学的・組織学的観点から把握し、人体の構造と機能・

病態生理との関連性を学習する。 

 

生体機能学特論 

（臨床免疫学） 

免疫とは自己と非自己（異物）を識別し、非自己を排除する生体防御機構である。非自己

は抗原と呼ばれ、微生物、花粉、癌細胞、他人の細胞や臓器などがある。免疫はこれらの

抗原を抗体や補体を中心とした液性免疫、および白血球（リンパ球）を中心とした細胞性

免疫によって排除し、生体の恒常性を維持している。本分野では、加齢と免疫、ストレス

と免疫、感染免疫、癌（腫瘍）免疫、アレルギー、免疫不全症、自己免疫疾患、移植免疫

など、臨床免疫学に密接に関わる免疫反応を例にあげ生体の防御機構について学習する。 

生体機能学特論 

（感染症学） 

近年、グローバル化に伴い世界ではエボラ出血熱あるいは新型インフルエンザ等様々な感

染症の脅威にさらされている。また、我が国においても様々な感染症の流行が確認されて

いる。例えば、結核等過去の病気と考えがちな感染症が蔓延しつつある。一方で、最近ま

で治療が困難であった C 型肝炎肝炎等は医学の発達により、ほぼ根治可能となりつつある。

本講では、このような感染症の実態と予防、最新の治療法を学習する。 

生体機能学特論 

（再生医療学） 

近年の幹細胞研究の飛躍的な進歩に伴い、幹細胞を用いた組織及び臓器再生の可能性が期

待され、皮膚や骨などでは実用化されつつある。幹細胞を用いて失われた細胞を補う細胞

補充は、体外から細胞を移植して持ち込む手法と、もともと臓器内に存在する内在性幹細

胞を用いる手法とに区分される。本講義では再生能が弱いと考えられている中枢神経系と

腎臓における内在性幹細胞の存在やそれらの組織及び臓器再生への関与について学習す

る。 

生体機能学特論 

（薬理・病態生理学） 

運動系、聴覚系、視覚系の多くの障害においては、神経系、内分泌系や免疫系の異常が関

連しており、これらの病態生理・生化学および薬物療法を理解することは、保健科学領域

における職能向上に大きく寄与する。薬理学特論では、種々の疾病における薬物の有用性

を病態生理・生化学に基づいて解析することにより、障害と薬物療法についての理解を深

め、高度な理論構築ができるようになることを目的とする。 



保健医療技術学特論Ⅰ 

（小児発達学） 

精神遅滞児は知的能力の障がいのみではなく、大脳皮質の障がいの広がりによって、

さまざまな基本的心理特性のほかにも、身体機能の障がいをともなうことが多い。そ

のために、精神遅滞児の生活指導や訓練、教育にあたってはこれらの理解なしには効

果をあげることは困難です。精神遅滞児の養育や訓練、教育に欠かせない基本的心理

特性と日常の健康管理に必要な医学的事項についての理解をすすめることを目的と

します。 

保健医療技術学特論Ⅰ 

（認知症学） 

本講では認知症の病態像と言うよりは、認知症という状態像をもった個人が精神病理

的にどのような状態に陥り、われわれがそれをどのように理解していったらよいのか

を様々な角度から学んでいく。  

保健医療技術学特論Ⅰ 

（運動学） 

身体障害分野のリハビリテーションでも特に骨筋系疾患の運動療法には，運動器の筋

や関節に対する詳細で深い理解が必須となる．本講義では，テキストを軸としていく

つかの参考文献をあたり，興味のある関節の運動についてまとめることで理解を深め

てゆき，運動器理解のための学習の端緒とするものである． 

保健医療技術学特論Ⅰ 

（運動処方学） 

さまざまな疾患に対して薬治療は行われているが、運動療法に比べ即効性があるものの、

副作用も存在する。運動の制限があっても禁忌でない高血圧、糖尿病、高脂血症の患者に

対しては、薬治療と運動療法の併用が効果的であるケースも多い。運動療法は理学療法の

分野で実施されているが、理学療法士だけでなく医療従事者として生理学的な適応のメカ

ニズムを把握すべきと思われる。本講義では、呼吸・循環器系、骨・骨格筋系に対する一

過性の反応について学習するとともに、国内外の研究報告から新しい知見を理解できるこ

とを課題とする。したがって、英語論文の和訳も課題に含まれる。 

保健医療技術学特論Ⅰ 

（作業療法学） 

リハビリテーションは「障害の学問」でもあることから、適切なリハビリテーション技術

の提供は障害に対する正しい知識に基づいて実践されることになる。本科目においては、

障害を客観的・科学的に把握し説明することを目的として、 ICF（ International 

Classification of Functioning, Disability and Health）に基づく障害の構造化に取り

組んでみたいと考える。また、大学院での学習として研究態度の養成が必要となることか

ら、QOL との関係から障害の構造化に対する検証方法についても学ぶ機会にしたいと考え

る。なお、レポート作成にあたっては研究論文作成の準備と位置づけて、必ず関係文献を

読んで自分の意見として適切にまとめるよう心がけて欲しい。 

保健医療技術学特論Ⅰ 

（神経生理学） 

中枢神経障害に対するリハビリテーションでは，中枢神経系の機能と構造の知識が必

要である．本講義では，先行研究や成書を基に中枢神経系の機能と構造そして中枢神

経系の障害による臨床像との関連性について多角的に理解する． 

 

保健医療技術学特論Ⅱ 

（言語聴覚障害学） 

医療は科学的行為として受け止められやすいが、医療はさまざまな意味で文化的行為で

もある。また、医療とは何かを考える際に、医療行為を医療従事者対患者という構図に単

純化するべきではなく、医療を社会環境の中に位置づけて考えることが必要である。この

ように医療を文化的、社会的側面から考える学問に医療人類学がある。この分野では、特

に、人間の身体、健康や病気、治療の方法などが、それぞれの生きる環境や文化によって

多様であることを前提とし、医療がそれぞれの文化、社会としてどう捉えられているかを

理解すること目指している。本講座では、医療人類学の考え方を理解し、さまざまな文献

を読むことにより、現在医療を取り巻く様々な課題について医療人類学の立場から考察で

きることを目指す。 

保健医療技術学特論Ⅱ 

（聴覚機能学） 

単独または発達障害に合併して生じる聴覚の問題について理解を深めることがねらいで

ある。小児聴覚障害の症状・特徴、原因、評価・診断の基礎を学習した上で、聴覚の発達、

新生児聴覚スクリーニング、母子支援プログラムを取り上げ、専門的知識と臨床的対応に

ついて学ぶ。 まず、近年の研究で明らかになった胎児期および乳幼児期の聴覚の発達に

ついて整理する。次に、自動 ABR や OAE による新生児聴覚スクリーニングの現状について

理解を深める。これらの学習を踏まえて、乳幼児期の母子支援プログラムについて検討し、

小児聴覚障害の臨床および研究に携わる専門家の役割について考察する。 



保健医療技術学特論Ⅱ 
（言語発達障害学） 

小児の言語聴覚障害の中から、言語発達障害を選択し、その中から研究テーマを検討する。

それに関連する文献を検索・整理・精読した上で、自分の研究テーマを確立する。 
そして、自分の研究テーマに沿って、研究分析や研究技法を検討し、独自の研究デザイン

や分析技法をあみだし、独自性を確立する。 

保健医療技術学特論Ⅱ 
（摂食・嚥下機能学） 

食べることは本能的行動の一つであり，食べる機能（摂食・嚥下機能）を維持するという

ことは医療のなかでも重要な治療項目である。治療を行うためにはまず口腔の働きや飲み

込む動作を理解することが必要となる。本講座は摂食・嚥下機能，摂食・嚥下障害に対す

る理解を深めることを目的としている。 

保健医療技術学特論Ⅱ 

（構音・高次脳機能学） 

発声発語のメカニズムの理解には、呼吸・発声・共鳴・構音の各レベルにおける複雑な運

動と、出力された音響学的現象、音素やアクセント・イントネーションの超分節的要素を

含む音声学的知識等、幅広い知識を必要とする、一方、失語症を含む高次脳機能障害の理

解には、研究における歴史的背景や各高次脳機能障害の定義、症候の特徴、関与する脳機

能とその発現機序、治療法のもつ理論的背景等についての理解が必要となる。本講では、

各々の障害に関する知識を系統的に学習することを通して、自己の専門職の立場からの発

声発語・高次脳機能障害に対する対応の方法やその役割について考察する。 

 

保健医療技術学特論Ⅲ 

（視能解剖学）  

視能に関する解剖学をくわしく学ぶ。ここでは、視能に関する神経系と眼球と眼球付属器

の構造について詳細に記述された英文教科書を読み、レポートを作成する。読む範囲につ

いては、それぞれの専門分野に直接的あるいは間接的に関連する部分を選ぶ。こうして、

その分野に関連する詳細な解剖学的知識を習得すると同時に、英文を読む力をつける。 

保健医療技術学特論Ⅲ 

（視能学） 

斜視・弱視・眼球運動障害による視能障害に対する理解を深めることにより、臨床例

の評価・分析・治療法などにおいて理論的思考の構築が出来ることを目的とする。 

 

保健医療技術学特論Ⅳ 

（人工臓器学） 

現在生体に用いられている広義の人工臓器関連装置としては、人工内耳、人工声帯、人工

心臓、人工心肺、人工腎臓、人工膵臓、人工関節、人工血管、人工皮膚が挙げられる。ま

た、人工筋肉的な装置としてパワースーツが市販されるようになっており、一昔前のサイ

ボーグが現実化しつつある。本分野ではこれらの中から各自が興味を持っている内容につ

いて調査、レポートとしてまとめ、科学技術の今後のあり方について意見を述べることを

目的とする。 

保健医療技術学特論Ⅳ 

（医療機器安全管理学） 

 

医療において診断監視装置、治療機器などの医療機器の進歩はめざましいものがあり治療

効果をあげている。これらの医療機器は、各々単独で使用する場合は、安全性に関する問

題点は少ないものの、複合的に使用すると相互干渉を起こし、トラブルが発生し最悪の場

合は患者へ被害を与えることとなる。医療機器を安全に使用するためには、それぞれの機

器の特性、使用環境、使用方法などをシステムとして検討する必要がある。本講義では、

医療機器を使用する上での環境についての安全性に対し理解を深めることとする。 

保健医療技術学特論Ⅳ 
（生体計測学） 

保健、医療の場では、さまざまな生体計測の技術が応用され、診断や治療に寄与している。

代表例として、心電図のように生体の電気学的な現象を電極などで導出、記録するものや、

血圧や温度（体温）のような物理現象をセンサやトランスデューサを介して記録するもの、

また、バイオセンサを用いた血中グルコースなどの化学量の分析などがあげられる。ここ

では生体計測法の原理や臨床応用について理解を深めながら、現在の計測技術に潜む問題

点を調査し、その解決法について考察する。 

保健医療技術学特論Ⅳ 
（医用治療機器学） 

医用治療機器が特段に進歩し、スイッチの on-off だけで治療が完結する装置が現実味を帯

びてきた。しかし、患者への治療は医師のみの裁量であり、コ・メディカルに許された行

為ではない。医師の指示の下に医用治療機器を操作できるＭＥの立場から、本邦における 
“Physician Extender” としての資質とは何かを医用治療機器を通じて考察する。大学院で

の教育と臨床トレーニングによって不変である医師の監督下（under the supervision of 
physician）での治療行為の有り方についても議論を深める。 



保健医療技術学特論Ⅳ 

（生体機能代行装置学） 

人体の持つ生理的機能を医療機器を通して補い、代行することで、ＱＯＬの改善が望める

ことが大きな利点であると共に、各臓器を完全に代行するには至らないための欠点が現時

点では存在する。またその対面には、移植医療というのが存在する。ここでは、生体機能

代行装置についての総論として、関連文献（英語）を通読し、その歴史的背景から、現在、

未来からの観点より、臨床工学技士というプロフェッショナルとしてどうあるべきなのか

を、学習していく。 
 

保健医療技術学特論Ⅴ 

（分子細胞病理学） 

現在のところ、癌の治療は早期発見・早期治療に尽きる。このような現状を踏まえ、癌の

早期発見に威力を発揮している細胞診の基礎と成る腫瘍病理学を理解させ、さらに各臓器

における細胞診の実際を教授する。 

保健医療技術学特論Ⅴ 

（細胞生理学） 

近年 ES 細胞、特に iPS 細胞の移植医療への期待は計り知れない程である。そこで、ES、
iPS 細胞を分子生物学的、形態学的に解析し教授する。更に特定の細胞・組織への分化誘

導を解説すると共に iPS 細胞の移植後のがん化についても言及する。 

 

保健医療技術学演習Ⅰ 

（小児発達学） 

精神遅滞児の訓練、教育は、初期の生活指導や行動療法などから、特殊なものとし

ては自閉性障害にもちいられる TEACH 法になどにいたるまで、それぞれの専門家によ

っておこなわれています。これらの方法の概要を脳科学をふくめた生物医学的視点と

基本的心理学特性の視点から理解します。 

 精神遅滞児の生活指導や訓練、教育への医学的視点からのアプローチと精神遅滞の

治療、予防についての概要を理解することを目的とします。また、放置していれば精

神遅滞を合併してくる疾患の治療や合併する異常の基礎を、精神遅滞児の訓練や教育

にたずさわる人たちに必要な範囲で習得します。 

保健医療技術学演習Ⅰ 

（認知症学） 

近年、医学診断の技術や検査機器の進歩により一昔前まで単純に「認知症」といわ

れていた疾患が、アルツハイマー型認知症、脳血管性認知症、レビー小体型認知症、

前頭側頭型認知症など脳機能低下の局在性にともなう特異な症候を呈することがわ

かってきた。そうした最近の知見をもとに臨床場面で遭遇することの多い認知症のタ

イプ別の症候について理解する。また、自分が臨床などで関わりを持った認知症の症

候の整理も行っていく。 

保健医療技術学演習Ⅰ 

（運動学） 

本講義は保健医療技術特論Ⅰ（運動学分野）において，主に言葉で理解した骨筋

系の運動学についての知見を視覚的に表現して深めることを目的とする．具体的に

は，技術特論Ⅰで作成したレポートを元に，これを解説するための解りやすい文章と

イラストを作成する．端的に言えば，学生に教えるための講義資料を作ると考えれば

よい． 

イラストは文献のイラストのスキャンイメージを貼付するのではなく，受講者が作

成したオリジナルイラストを使用する．イラストは手描きでも PC を使っても構わな

いが，手描きの場合はそのスキャンイメージを貼付する．PC で作成する場合は，Adobe 

Illustrator を推奨するが他のソフトでも構わない． 

保健医療技術学演習Ⅰ 

（運動処方学） 

リハビリテーション分野、また予防医学分野において運動療法が積極的に行われるように

なっている。その背景として、医療法第 42 条施設の設置があげられる。42 条施設とは、

医療法人付帯の運動施設であり疾病の予防を目的として認可を受けたものである。また平

成 20 年 4 月より、特定検診・特定保健指導が義務化され、運動療法では 42 条施設が利用

されると思われる。運動療法は医師の診断のもと、運動処方箋が作成され、理学療法士や

健康運動指導士が担当する。本講義では、運動療法の効果だけでなく、栄養指導や薬治療

の併用による効果について臨床研究を中心に、学習する。保健医療技術学特論Ⅰと同様に、

英語論文の和訳も課題に含む。 



保健医療技術学演習Ⅰ 

（作業療法学） 

本科目は保健医療技術学特論Ⅰ（作業療法学分野）に関連するものであり、特論Ⅰで学

んだ「障害と QOL」を基礎として具体的検証方法を学び、研究者としての基礎的態度を養

うことを目的とする。このため、多種多様の障害像を呈する中枢神経系疾患を取り上げ、

障害の構造化とその客観的検証を具体例によって実践し、リハビリテーションの evidence

のあり方について考える機会にする。なお、レポート作成にあたっては研究論文作成の準

備と位置づけて、必ず関係文献を読んで自分の意見として適切にまとめるよう心がけて欲

しい。 

保健医療技術学演習Ⅰ 

（神経生理学） 

 リハビリテーション領域で関係する脳血管障害では，片麻痺や感覚障害，高次脳

機能障害など多彩な症状を呈し，神経生理学的手法によりそのメカニズムを解明しよ

うとする研究が行われている．本講義では神経生理学的手法を基にした先行研究よ

り，神経系の構造や機能を理解し，臨床における治療・介入の視点を養うことを目的

とする． 
 

保健医療技術学演習Ⅱ 
（言語聴覚障害学） 

医療の世界で最新の情報を入手するためには英語の文献の読解が不可欠である。この講座

では、配布する英文で書かれた論文の読解を通して、医療や言語聴覚療法に関わる内容の

英文を正確に読解し、その内容を的確に把握する訓練を行う。 また、そうした読解にとっ

て欠かせない基本的な専門用語の知識を身につけることも目指す。 

保健医療技術学演習Ⅱ 

（聴覚機能学） 

聴覚障害領域の最新のトピックの中から人工内耳を取り上げ、研究の歴史、現状、課題、

展望について知識と理解を深める。とくに、小児人工内耳の術前・術後の（リ）ハビリテ

ーションについて学ぶ。 まず、小児人工内耳の意義と課題について整理し、人工内耳の

効果に関連する要因の検討を行う。次に、聴取能力、言語・コミュニケーション能力、発

声発語能力の観点から、人工内耳埋め込み後の長期成績を分析する。さらに、英文論文を

含めた複数の論文の抄読を通して、研究の動向について考察する。 

保健医療技術学演習Ⅱ 
（言語発達障害学） 

小児の言語聴覚障害のうち、言語発達障害を取り上げ、仮説・検証のプロセスに基

づく科学的臨床の視点を養う。具体的には、言語発達障害（脳性麻痺、知的障害、学

習障害、注意欠如･多動性障害、特異的言語発達障害、自閉症スペクトラム）の中から

自分の研究テーマの障害を選択し歴史的背景と現状を整理した上で、最新の情報を踏

まえて、評価・診断、治療・訓練の新しい概念や方法論について理解を深める。 

保健医療技術学演習Ⅱ 
（摂食・嚥下機能学） 

「保健医療技術特論 II」において修得した知識をもとに，摂食・嚥下障害についての治療・

訓練について理解を深めること，ならびに摂食・嚥下障害について最新の知見が収集でき

るようになることが本講座の目的である。 

保健医療技術学演習Ⅱ 

（構音・高次脳機能学） 

音声言語・高次脳機能障害の関連領域よりテーマを選択し、関連する文献を検索・精読・

整理し、テーマに関する理解を深める。また、文献にて用いられている研究手法や分析法

を検討し、各自の研究デザインや分析方法のイメージ作り・確立をはかる。テーマに関連

する雑誌には日常的に検索し、目を通しておく必要がある。 

 

保健医療技術学演習Ⅲ 
（視能解剖学） 

視能に関する神経系と眼球と眼球付属器の構造の中から、それぞれの専門分野に関連する

数項目を選び、それらについての英文文献を用いて、批判的に読む訓練を行う。レポート

では、英文文献の内容を正確に把握した上で問題点を指摘し、その問題点について議論す

ることが求められる。 

保健医療技術学演習Ⅲ 

（視能学） 

斜視・弱視・眼球運動障害による視能障害からテーマを選択し、関連する専門書、論文を

精読して当該領野の現状を理解する。更に論文精読を通じて表現能力を養い、研究手法・

分析方法などについて知識を深めるとともに自分の研究テーマのデザインの確立をはか

る。 
 



保健医療技術学演習Ⅳ 

（人工臓器学） 

保健医療技術学特論Ⅳでは人工臓器の内容についての調査だが、本演習では各自が興味を

持っている人工臓器の具体的な操作方法、治療条件とその結果について調査、レポートと

してまとめる。病院、クリニック勤務者は各自の施設内でのデータを活用し、今後の医療

活動に役立てるよう配慮する。たとえば、血液透析の場合には使用するダイアライザーの

特徴、適応患者、通常の血液透析やオンライン血液透析濾過などの治療条件による違いを

明確にし、自らの意見を確立、血液透析療法のあるべき具体的な姿が述べられるようにレ

ポートを組み立てていく。 

保健医療技術学演習Ⅳ 

（医療機器安全管理学） 

医療において生命維持管理装置をはじめとする治療機器や診断監視装置類の進歩はめざま

しく、高度先端医療では、これらの医療機器が同一患者に複数使用される。保健医療技術

学特論Ⅳにおいては、医療機器を使用する上での全体像を把握するために使用環境を中心

に検討したが、本演習では、さらに理解を深めるために個々の医療機器（診断監視装置類、

治療機器類）を使用する上での個別の問題点について詳細な検討を行う。 

保健医療技術学演習Ⅳ 
（生体計測学） 

生体計測において、物理、化学的な現象を電気信号に変えるトランスデューサやセンサの

役割は重要である。現在、すでに様々なトランスデューサやセンサが、保健、医療の場に

おいて活用されている。しかし、既存のトランスデューサ、センサでも活用例は広がりつ

つあり、またバイオセンサに代表されるような新しいトランスデューサ、センサの開発も

行われている。ここでは各種トランスデューサやセンサに着目し、その原理や構造につい

て詳細な調査を行うことで理解を深め、また保健、医療への活用例について考えていく。 

保健医療技術学演習Ⅳ 
（医用治療機器学） 

臨床利用されている医用治療機器では、電磁気治療機器、光治療機器、超音波治療機器、

熱治療機器、機械的治療機器があり、近年では、腹腔鏡手術の進歩から医療ロボットが登

場した。また、先進医療に指定される再生医療や遺伝子治療、カテーテル治療等に使用さ

れる新しい医用治療機器も登場し、さらなる進歩を遂げている。これら医用治療機器の原

理・構造・治療条件・操作・管理法等について最新の知見を調べ、問題点や改善点を示す

能力と緊急時の対処方法と保守点検方法を習得する。 

保健医療技術学演習Ⅳ 

（生体機能代行装置学） 

生体機能代行装置学の総論的なことを十分に把握していることを前提に、科学的に事象を

分析して、客観的に批評できるような思考を形成することを目標とする。臨床工学技士と

して得意な生体機能代行装置（ひとつまたは、複数可能）に関して、立案、データ収集、

結果作成、考察までの一連の流れを参考英語論文等を通読、精読して、その手技を学習す

る。最終的には、医療の臨床現場の中で、臨床工学技士という個々のまた、集団としての

プロフェッショナル性を確立する。 
 

保健医療技術学演習Ⅴ 

（分子細胞病理学） 
保健医療技術学特論Ⅴでの知識を基盤に分子腫瘍学および細胞病理学に関する外国文献を

検索し、知識の整理と研究手ｘ法につき考察を加える。 

保健医療技術学演習Ⅴ 

（細胞生理学） 
保健医療技術学特論Ⅴを基盤に iPS 細胞に関する種々の外国文献を検索し、知識の整理と

研究につき考察を加える。 

 

保健科学特別研究 

研究を行うのに必要な手続きや手法について、院生を指導し、院生の研究の成果を論

文として纏める。具体的には、修士論文作成のための先行研究について指導を行い、

学生の思索能力を高める。文献の講読を行いながら、仮説を立案し、リサーチを行う

院生に調査の計画と実行について、その進捗状況に沿って集中的に必要な指導と援助

を行う。 
 

 


